講演会のご案内

『うつの当事者・家族支援について（仮題）』

　

精神保健福祉士法が制定されて早10年を迎えました。この間、精神保健福祉士の活動範囲は拡大していき、社会が精神保健福祉士に期待する役割も広がりを見せています。

ストレス社会と言われる今日、「うつ」の増加や高い自殺率は深刻な社会問題となり、メンタルヘルスへの取組みは国民的な課題となっています。これまで、精神医療・保健・福祉の連携もと、当事者が地域で「その人らしく」安心して生きることを目指してきた精神保健福祉士が、今日のメンタルヘルスの課題に取組むことは社会的な要請とも言えます。

こうした状況を踏まえ、今回、うつの当事者・家族の支援活動やメンタルヘルス研修等を精力的に展開されている 山口律子 氏 をお迎えして、下記の通り、ご講演頂くことになりました。

この機会に皆様と一緒に、このテーマについて考える時間になれば何よりです。皆様のご参加を心よりお待ち致しております。

記

１．日　　時　　2008年5月31日（土）13：00～14：30（受付；12：30～）

　　　　　

２．会　　場　　日本福祉教育専門学校　高田馬場校舎（豊島区高田３－６－１５）

　　交　　通　　別紙案内図を参照ください。

３．講　　師　　山口　律子　氏　（MDAジャパン）
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４．参加費　　　会員：無料　　　非会員：１．０００円

　　　          事前申込の必要はありません。会場に直接お越し下さい。

· 講演会終了後、第１７回東京精神保健福祉士協会総会及び第４回（社）日本精神保健福祉士協会東京都支部総会が行われます。東京精神保健福祉士協会会員及び日本精神保健福祉士協会東京都支部会員の方は引き続きご出席下さい。

会場のご案内

日本福祉教育専門学校　高田馬場校舎（豊島区高田３－６－１５）
　　　　　　　　　　　２３４教室

JR「高田馬場」駅より徒歩７分

東西線「高田馬場」駅7番出口より徒歩３分
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【講師略歴】


東京都保健所に保健師として7年間勤務。カナダの「MDA（うつ・気分障害協会）」にてレジデント研修、米国の「在宅AIDSケア・薬物依存ケアプログラム」にてレジデント研修を経て、横浜市総合保健医療センター等に勤務。2002年に日本における「MDA（うつ・気分障害協会）」を設立し、うつの当事者・家族の支援活動に取り組む。MDAの活動は各種メディアにも取上げられ、全国各地への講演を展開している。また自治体や企業、市民に向けたメンタルヘルス研修の講師を多数行っている。


主な著書：『うつからの社会復帰ガイド』『事例にみる　うつ病の理解とケア』その他多数








